
１. はじめに～前回の調査行における問題点

表題に示した研究・調査のため，2014年にモン

ゴル国へ赴き，同国の小学校における音楽の授業の

実際についての資料収集を行なった。しかし前回

（2014年）の調査では以下の問題があった。

ⅰ）限られた日程の中では面積約156万平方 km の

国土を持つ同国の内，調査に赴くことができた地域

が首都から半径50km以内の 2 つの町村のみであっ

たこと。

ⅱ）同国の首都地域の学校における調査は行なって

いないこと（*1）。

以上のことから今回（2016年）の調査行（*2）では，

地方都市の学校と首都の学校に焦点を当てることと

した。今回，音楽の授業の参観の許可が取れたのは，

ドルノド県第12学校（チョイバルサン市）とウラ

ンバートル第28学校である。

２. ドルノド県第12学校における音楽の授業

ドルノド県（Дорнод，Dornod）は首都ウラン

バートルの東600kmに位置するアイマク（「県」と

訳される）であり，県庁所在地はチョイバルサン市

（Чойбалсан，Choibalsan）である（図 1）。東へ

100kmほどで中華人民共和国内モンゴル自治区，

北へ200kmほどでロシアである（首都よりも隣接

国の方が近い）。近辺にウラン鉱山がありモンゴル

人民共和国（旧ソビエト連邦支配）時代には，ウラ

ン採掘，ソ連への輸送で経済的に潤った都市である。

ソ連支配から独立した現在も町づくりや交通網には

ロシアの影響が強く残り首都ウランバートルとのつ

ながりより強い部分が残っている（*3）。人口は 3 万

8150人（2008年）とモンゴル国内第 4 の規模であ

るが，居住者はハルハ族（モンゴル人の最多数民族）

の他，バルガ族（モンゴル民族ではあるが現在はほ

とんどが内モンゴル自治区に居住），ブリヤート人

（ブリヤート共和国はロシア連邦に属する共和国で

あるがブリヤート人はモンゴル系民族である）が居

住する。

また今回訪問したドルノド県第12学校（図 2）は

ドルノド県の音楽教育推進校となっており，音楽の

授業（音楽活動）を行なうための設備は充実してい

る（図 3）。

図 4 は 5 年生の器楽（リコーダー）の授業の様
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図1. 首都ウランバートルとドルノド県の位置



子。CDEFGAHCの指使いは一通り学習した後で

あり，板書された音符を教師が指し示し，その音を

出してみる練習。これをやりながら実際の楽曲を演

奏してみるという内容であった。このときに使用さ

れた楽曲はブリヤートの歌（図5，筆者による採譜）。

この授業を担当した音楽教諭は元々馬頭琴の奏者・

指導者であり，授業間の休憩時間には子供たちのリ

クエストに応えて演奏する（図6）。

３.ウランバートル第28学校における音楽の授業

ウランバートル第28学校（図7）は，ウランバー

トル中心部より北へ寄った位置の住宅地と商業地域

が混在する場所にある。この学校も1つの校舎を小

学校，中学校，高等学校が共有して使用している。

格別に音楽教育推進校というわけではないが音楽

の授業のための専用教室（音楽室）は設置されてい

る。但し授業で使用されないときはホームルームと

して使用される（図8）

音楽室の入口にはモンゴル民謡の楽譜が壁画のよ

うに掲示されている（図9）

図10は4年生の鑑賞の授業の様子。音楽を聴き，

感じ取ったことを身体で表現したり絵に描いたりす
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図2.ドルノド県第12学校

図3.第12学校の音楽室

図4.第12学校５年生リコーダーの授業

図５.授業で使用されたブリヤートの歌

図6.馬頭琴を演奏するドルノド県第12学校の
オユンビレグ音楽担当教諭

図7.ウランバートル第28学校

図8.ウランバートル第28学校の音楽室



る（図11）内容。

図12は 5年生の音楽の授業。西洋音楽の音階

（ドレミファソラシド）の導入部分。授業が行われ

ている教室には5線の黒板がないため，教諭が自

らの手を使い指を5線に見立てて音符の位置を教

えている。

同校には部活動として民族音楽，民族芸能をやる

部がある（図13～15）。音楽室の隣にステージ付の

練習場がある。かってはリコーダーアンサンブルの

部もあったそうであり，授業以外での音楽活動もさ

かんな学校である。

４．考 察

（1）社会的背景から

1992年にモンゴル人民共和国から現在のモンゴ

ル国になって以来（ソ連支配からの独立以後），モ

ンゴル国は社会主義を捨て資本主義への道を歩み出

した。しかし実際のところは，今回訪問したドルノ

ド県チョイバルサン市のように首都ウランバートル

よりロシアとのつながりの方が強い地域やモンゴル

国の公用語であるモンゴル語が通じない地域があっ

たりする（*4）。

モンゴル国小学校における音楽の授業（2）
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図9.音楽室入口に掲示されている
モンゴル民謡の楽譜

図10.鑑賞と表現の授業（身体表現）

図11.鑑賞と表現（絵で表現）

図12.西洋音階導入の授業

図13.部活動の子供たちによる馬頭琴の演奏

図14.部活動の子供たちによる民族舞踊

図15.民族楽器のリンベ（横笛）を演奏する生徒



（2）現在のモンゴル国における教育方針

このため現在のモンゴル国の教育科学省は「正し

いモンゴルの子供プログラムの実施」を基本方針に

掲げ，義務教育期間を12年間（高等学校まで）と

し，義務教育期間中の授業料は私立学校を除き国の

負担としている。

（3）音楽の授業における民族音楽的素材

学校における音楽の授業では，1～4年生におい

てはモンゴル民謡・童謡が取り扱われる比率が高く，

5～6年生で西洋音楽の楽譜の基礎が入り，完全に

西洋音楽が入ってくるのは7年生（中学1年生に相

当）からなのも，上記のような「正しいモンゴルの

子供プログラム」による自国・自民族の伝統・文化

尊重の基本方針からくるものと思われる。

５.結語として

日本の学校教育においては，平成20年の教育基

本法改正時に「伝統と文化を尊重し，それらをはぐ

くんできた我が国と郷土を愛するとともに 」（以下

略）という一文が入り，学習指導要領の「音楽」に

おいても日本の伝統音楽に関する内容が多くなって

きた。

この辺の事情がモンゴルと日本の学校教育には類

似点が多々ある。モンゴル国は経済や科学技術にお

いては日本からみれば発展途上国であるが，自国の

伝統音楽を学校教育の「音楽」に採り入れるという

点では，我が国の学校音楽教育がモンゴル国のそれ

から学ぶべき点は多々ある，と考える。

6.本研究の今後の課題

2014年と2016年，2度の調査行でモンゴル国の

首都とその郊外，東部の都市の学校における音楽教

育についての情報資料収集はできた。今後は南部の

ゴビ県，西部のバヤン・ウルギー県の学校における

音楽教育についての情報，資料収集を行なうことが

必要である。

また民族音楽的素材の教材化プロセスを知るため

に，授業方法だけでなく，モンゴルの民族音楽自体

についての研究も課題となる。
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（注）

（*1）前回の調査（石井，前掲書）で赴いた2校は

いずれもトブ県（中央県）にある。トブ県は首都

ウランバートルを囲むように位置するが，行政上，

首都ウランバートル市はトブ県からは独立した扱

いになっており，トブ県ズンモド町の学校の例を

もってモンゴル国の都市部の学校における例とす

ることには問題がある。

（*2）2016年9月5～18日

（*3）チョイバルサンの鉄道の駅からは現時点では

ロシアに通じる鉄路はあるもののウランバートル

とはつながっていない（計画はある）。
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（*4）現在のモンゴル国では，カザフスタン共和国

に隣接しカザフ人の人口が多いバヤン・ウルギー

県ではカザフ語による教育が認められている。

また都市部への人口の一局集中により，都市部と

それ以外の地域での経済，情報量の差が大きく，

それらは貧富の差，学校の教育水準の差となって

顕れる。また旧ソビエト連邦から独立したがゆえ

に国の経済が低迷化し，義務教育期間中であるに

も関わらず家計を助けるために就労しなくてはな

らない子供たちも多く，教育問題となっている。

さらに旧ソ連支配だった時代には10年制だった

義務教育期間を，現在は諸外国に合わせて12年

間としたため，学校の校舎の建設が追いつかず，

1つの校舎を複数種の学校で共有したり，午前・

午後の2部制（学校によっては3部制）をとら

ざるを得ず，子供たちが教育施設を充分に使えな

いなどの問題も発生している。

（2017年1月17日受付）

（2017年3月9日受理）
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